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寄
　
稿　

小
川
未
明
文
学
館
が
開
館
し
た
の
は
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
10
月

１
日
で
あ
る
。
未
明
の
生
誕
年
（
明
治
15
年
）
か
ら
数
え
て
１
２
３
年
、

没
年
（
昭
和
36
年
）
か
ら
数
え
て
44
年
目
に
あ
た
る
。
未
明
の
郷
里
に
文

学
館
が
出
来
た
の
は
、
今
か
ら
思
う
と
遅
い
よ
う
だ
が
、
市
民
の
多
く
が

文
学
館
の
設
立
を
願
い
、
よ
う
や
く
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

文
学
館
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
も
種
々
議
論
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
の

高
田
図
書
館
内
に
独
立
し
た
館
を
構
え
る
こ
と
で
落
ち
着
い
た
。
高
田
城

址
公
園
内
に
あ
る
高
田
図
書
館
は
、
利
便
性
が
高
い
。
市
町
村
合
併
を
し

た
当
時
の
上
越
市
は
、
広
域
的
な
観
点
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
、

重
点
的
な
投
資
に
よ
る
基
盤
整
備
の
推
進
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
文
学

館
の
設
立
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
。
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
観
光
や

文
化
振
興
な
ど
が
期
待
さ
れ
た
。

　

し
か
し
バ
ブ
ル
景
気
の
終
焉
後
に
開
館
し
た
文
学
館
は
、
先
行
き
の
不

透
明
さ
か
ら
、
よ
い
条
件
で
ス
タ
ー
ト
出
来
た
わ
け
で
は
な
い
。
館
長
は

置
か
ず
、
専
従
の
学
芸
員
や
事
務
員
も
い
な
か
っ
た
。
高
田
図
書
館
内
の

一
角
を
使
っ
て
作
っ
た
即
席
の
文
学
館
で
あ
っ
た
。
し
か
も
館
の
空
間
の

半
分
弱
に
あ
た
る
文
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
貸
し
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
市
民

に
供
せ
ら
れ
た
。
未
明
を
愛
す
る
市
民
の
文
学
館
設
立
の
熱
い
思
い
が
実

を
結
び
、
館
は
出
来
た
が
、
市
は
未
明
の
業
績
を
高
く
評
価
し
、
新
し
い

館
を
建
て
、
未
明
の
顕
彰
と
研
究
に
力
を
注
ぐ
と
こ
ろ
ま
で
は
踏
み
切
れ

な
か
っ
た
。
当
時
の
未
明
評
価
や
認
知
度
か
ら
考
え
る
と
、
文
化
行
政
の

取
り
組
み
と
し
て
、
そ
の
形
態
が
館
設
立
の
難
し
い
条
件
を
ク
リ
ア
す
る

最
善
の
方
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

小
川
未
明
文
学
館
は
今
年
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
20
年
、
文

学
館
は
上
越
市
の
地
方
財
政
の
縮
小
化
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
工
夫
と
献

身
的
な
働
き
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。
文
学
館
の
組
織
体
制
は
今
も

変
わ
っ
て
い
な
い
。
文
学
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
貸
ス
ペ
ー
ス
の
ま
ま
で
あ
る
。

予
算
措
置
は
年
ご
と
に
厳
し
く
な
り
、
今
の
体
制
と
予
算
で
は
、
館
の
こ

れ
以
上
の
事
業
拡
大
は
望
め
な
い
。
人
も
財
政
も
パ
ン
ク
寸
前
だ
か
ら
だ
。

年
間
３
万
人
の
入
館
者
は
、
決
し
て
多
い
数
で
は
な
い
が
、
こ
れ
以
上
の

入
館
者
を
求
め
る
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
夢
の
よ
う
な
事

業
展
開
は
期
待
で
き
な
い
。
リ
ア
ル
で
シ
ビ
ア
な
運
営
を
行
う
こ
と
で
組

織
は
維
持
さ
れ
る
。
今
の
活
動
を
丁
寧
に
続
け
て
い
け
ば
、
い
つ
か
文
学

館
の
組
織
体
制
や
財
政
基
盤
を
安
定
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
も
う
一
度
来
る

と
信
じ
た
い
。

　

し
か
し
、
教
育
と
い
う
社
会
的
行
為
が
た
だ
教
科
書
の
内
容
を
教
え
る

だ
け
で
は
務
ま
ら
ず
、
教
科
内
容
に
対
す
る
愛
や
面
白
さ
を
感
じ
て
い
な

　

小
川
未
明
文
学
館

　
　
　
　
　

開
館
20
周
年
に
寄
せ
て

小
埜
　
裕
二

（
上
越
教
育
大
学
教
授
・　
　
　
　
　

小
川
未
明
文
学
館
専
門
指
導
員
）
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行
っ
た
。
約
30
の
事
業
を
立
ち
上
げ
、
予
算
措
置
を
独
自
で
行
い
、
海
外

か
ら
の
研
究
者
を
ま
ね
き
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

翌
年
の
令
和
５
年
に
は
市
民
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
も
官
民
連
携
の
中
で
「
日

本
近
代
童
話
の
父 

小
川
未
明
顕
彰
会
」
を
作
っ
た
。
こ
れ
は
前
身
で
あ

る
「
小
川
未
明
連
絡
会
議
」
の
情
報
共
有
を
主
と
す
る
活
動
か
ら
、
連
携

に
よ
る
事
業
を
よ
り
大
き
な
力
に
集
約
す
る
活
動
に
転
換
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
組
織
で
あ
る
。
こ
の
組
織
が
文
学
館
の
脇
を
固
め
、
事
業
展
開
を

進
め
て
い
く
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
た
文
学
館
の
サ
ポ
ー
タ
ー
組
織
も

作
り
た
い
。

　

10
年
後
の
開
館
30
周
年
の
前
に
、
未
明
生
誕
１
５
０
周
年
が
来
る
。
そ

れ
に
向
け
て
毎
年
、
市
民
レ
ベ
ル
の
顕
彰
事
業
を
積
み
上
げ
て
い
く
。
上

越
市
に
は
未
明
の
生
家
で
あ
る
幸
町
、
未
明
が
青
年
期
を
過
ご
し
た
春
日

山
神
社
、
未
明
文
学
館
の
３
つ
の
拠
点
が
あ
る
。
幸
町
に
生
家
を
再
建
す

れ
ば
、
未
明
顕
彰
の
３
拠
点
が
出
来
る
。
そ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
中
か

ら
、
情
報
発
信
や
情
報
提
供
を
世
界
中
に
行
っ
て
い
く
。
先
日
、
小
川
未

明
研
究
会
が
作
る
「
小
川
未
明
の
窓
～
イ
ベ
ン
ト
・
研
究
Ｈ
Ｐ
～
」
に
中

国
人
未
明
研
究
者
の
高ガ
オ

鵬ポ
ン

飛フ
ェ

氏
か
ら
未
明
童
話
の
中
国
語
訳
約
30
編
が
送

ら
れ
て
き
た
の
で
掲
載
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
韓
国
語
訳
も
準
備
中
だ
。
文

学
館
開
館
20
周
年
が
、
未
明
顕
彰
の
礎
と
な
る
連
携
体
制
を
作
っ
た
と
後

年
言
わ
れ
る
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

い
と
教
え
る
行
為
が
成
立
し
な
い
よ
う
に
、
未
明
を
知
り
、
未
明
文
学
を

愛
す
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
組
織
体
制
の
更
新
や
財
政
基
盤
の
安
定

は
図
れ
ま
い
。
文
化
事
業
は
、
経
済
を
第
一
に
考
え
る
現
実
的
視
点
か
ら

は
切
り
捨
て
ら
れ
や
す
い
。
未
明
文
学
と
郷
土
の
強
固
な
結
び
つ
き
は
、

わ
れ
わ
れ
に
、
風
土
や
自
然
の
向
こ
う
に
未
明
の
息
遣
い
や
文
化
的
な
薫

り
を
感
じ
さ
せ
、
暮
ら
し
に
憩
い
と
自
信
を
与
え
て
く
れ
る
。
宮
沢
賢
治

や
泉
鏡
花
、
新
美
南
吉
や
浜
田
広
介
ら
の
文
学
館
が
、
県
外
か
ら
も
多
く

の
人
を
引
き
寄
せ
、
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
き
た
よ
う
に
、
未
明
文
学
館

が
わ
れ
わ
れ
の
生
き
る
糧
と
な
る
こ
と
を
文
学
館
存
立
の
意
義
と
し
て
肝

に
銘
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

未
明
文
学
館
の
開
館
10
周
年
の
際
は
、
未
明
の
書
斎
が
文
学
館
内
に
再

現
、
設
置
さ
れ
た
。
開
館
20
周
年
は
、
予
算
措
置
が
つ
か
ず
、
人
的
資
源

の
増
加
も
見
込
め
ず
、
大
き
な
周
年
記
念
の
事
業
は
見
送
ら
れ
た
。
こ
の

状
況
は
今
後
も
続
く
。
文
学
館
の
機
能
強
化
や
発
信
力
強
化
を
わ
れ
わ
れ

は
望
ん
で
来
た
が
、
そ
れ
は
一
種
の
甘
え
で
あ
っ
た
。
文
学
館
に
未
明
顕

彰
の
す
べ
て
を
委
ね
、
な
ん
で
も
や
っ
て
も
ら
え
る
と
思
っ
て
き
た
。
今

後
も
小
川
未
明
文
学
館
が
未
明
顕
彰
の
中
心
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。
だ
が
今
後
の
文
学
館
の
運
営
は
、
官
民
学
の
連
携
の
中
で
支
え
ら
れ

成
長
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
事
業
の
多
く
は
市
民
が
行
い
、
財
源
の
一

部
を
市
の
財
政
以
外
に
求
め
、
情
報
発
信
も
別
の
独
自
展
開
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

　

３
年
前
、
令
和
４
年
の
小
川
未
明
生
誕
１
４
０
周
年
の
折
り
は
、
市
民

グ
ル
ー
プ
が
中
心
に
な
っ
て
官
民
連
携
の
な
か
、
未
明
の
顕
彰
活
動
を
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報
　
告文

学
館
１
年
の
記
録

　

令
和
６
年
度
（
２
０
２
４
年
度
）
は
、
３
４
３
２
０
人

の
方
か
ら
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
展
覧
会
】

　

令
和
６
年
度
は
、
特
別
展
を
２
回
、
企
画
展
を
１
回
、

特
集
展
示
を
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

特
別
展
「
第
32
回
小
川
未
明
文
学
賞
展
」

　
〈
会
期
〉
令 

和
６
年
４
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
５
月
26
日
（
日
）　

25
日
間

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✍
第
32
回
小
川
未
明
文
学
賞
の
応
募
作
品
５
５
３
編
の
中

か
ら
大
賞
・
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
受
賞
者
の
喜
び
の
声
や

そ
の
作
品
の
講
評
、
選
考
過
程
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
の
学
研
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
贈
呈
式
の
様

子
、
こ
れ
ま
で
の
大
賞
受
賞
者
と
そ
の
作
品
の
ほ
か
、
書

籍
化
さ
れ
た
第
31
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞
作
品

（
２
０
２
３
年
）、有
本
綾
氏
著『
今
日
も
ピ
ア
ノ
・
ピ
ア
ー

ノ
』の
書
籍
表
紙
パ
ネ
ル
や
校
正
原
稿（
㈱Gakken

提
供
）

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。
来
場
者
数
１
５
８
４
人
。

特
別
展�

「
髙
村
木
綿
子
が
描
く
「
赤
い
ろ
う
そ
く

と
人
魚
」
絵
本
原
画
展
」

　
〈
会
期
〉
令
和
６
年
10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
12
月
15
日
（
日
） 

60
日
間

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✍
小
川
未
明
の
１
２
０
０
編
以
上
の
童
話
の
中
で
、
今
も

多
く
の
人
び
と
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
「
赤
い
ろ
う
そ
く

と
人
魚
」。
こ
の
作
品
は
、
大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
に

東
京
朝
日
新
聞
で
発
表
さ
れ
て
か
ら
１
０
０
年
以
上
に
わ

た
り
未
明
の
代
表
作
と
し
て
知
ら
れ
、
時
代
を
越
え
て
多

く
の
画
家
が
そ
の
情
景
を
描
い
て
き
ま
し
た
。

　

童
話
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」
は
、
北
の
海
に
す
む

人
魚
の
母
親
が
、
人
間
の
や
さ
し
さ
を
信
じ
て
子
ど
も
を

人
間
に
託
す
話
で
す
。
本
展
で
は
、
日
本
画
家
の
髙
村
木

綿
子
氏
が
絵
本
で
初
め
て
手
が
け
た
『
赤
い
ろ
う
そ
く
と

人
魚
』（
架
空
社
、
２
０
１
３
年
）
の
原
画
28
点
と
下
絵
３

点
、
当
館
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
「
赤
い
蠟ろ
う

燭そ
く

と
人
魚
」
の

収
録
誌
20
冊
を
展
示
し
ま
し
た
。
来
場
者
数
７
０
４
１
人
。

特別展チラシ

●
髙
村
木
綿
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

 

東
京
都
出
身
、
群
馬
県
在
住
。
武
蔵
野
美
術
大
学
造
形
学
部

日
本
画
学
科
卒
業
。
定
期
的
に
個
展
・
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
。

壁
画
や
イ
ラ
ス
ト
の
仕
事
を
多
数
行
う
。
画
家
・
堀
越
千
秋

氏
の
舞
台
美
術
制
作
等
に
長
年
携
わ
る
。
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企
画
展�

「
小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
童
話
感
想

文
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
展
」

　
〈
会
期
〉
令
和
７
年
１
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

～
３
月
２
日
（
日
）
31
日
間

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✍
令
和
６
年
12
月
１
日
に
上
越
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
」
の
様
子
を
写

真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
未
明
童
話
「
青
い

ラ
ン
プ
」
を
課
題
図
書
と
し
た
「
小
川
未
明
童
話
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
作
文
や
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

委
員
で
あ
る
小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
）
の
講

評
を
紹
介
し
ま
し
た
。
来
場
者
数
２
６
３
６
人
。

特
集
展
示
１�

　
「
新
収
蔵
品
展�

―
令
和
５
年
度
収
集
資
料
―
」

　
〈
会
期
〉
令
和
６
年
６
月
21
日
（
金
）
～
12
月
18
日
（
水
）

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

常
設
展
示
場

✍
小
川
未
明
文
学
館
で
は
、
未
明
に
関
す
る
様
々
な
資
料

を
収
集
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
活
用
し
て
特
集
展

示
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

特
集
展
示
１
「
新
収
蔵
品
展
」
で
は
、
令
和
５
年
度
に

新
た
に
収
集
し
た
資
料
の
中
か
ら
、
未
明
の
小
説
・
感
想

が
発
表
さ
れ
た
雑
誌
や
初
出
童
話
が
掲
載
さ
れ
た
絵
雑
誌

な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

〈
主
な
展
示
資
料
〉

　

・ 

小
説
「
森
―
叙
景
小
品
の
一
―
」（『
学
生
』
大
正
元
年

10
月
）

　

・ 
童
話
「
燕
と
紅
雀
」（『
民
政
』
昭
和
８
年
７
月
）

　

・ 

童
話
「
深
山
の
秋
」（『
真
理
』
昭
和
10
年
12
月
）

　

・ 

感
想
「
湯
屋
」（『
月
刊
随
筆　

博
浪
沙
』
昭
和
14
年
５
月
）

　

・ 

童
話
「
角
笛
吹
く
子
」（『
童
話
』
大
正
10
年
３
月
）

　

・ 

童
話
「
ア
マ
リ
リ
ス
ト
駱ら
く
だ駝
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
昭

和
８
年
４
月
）

　

・ 

童
話
「
屋
根
へ
ア
ガ
ッ
タ
羽
根
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』

昭
和
９
年
１
月
）

　

・ 

童
話
「
ア
カ
イ
チ
ャ
ウ
チ
ン
ノ
話
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』

昭
和
９
年
２
月
）

　

・ 

童
話
「
風
ノ
子
ト
オ
雛
様
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
昭
和

９
年
３
月
）
ほ
か

特
集
展
示
２�

　
「
１
０
０
年
前
の
未
明�

―
１
９
２
５
年
―
」

　
〈
会
期
〉
令
和
６
年
12
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

～
令
和
７
年
６
月
18
日
（
水
）

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

常
設
展
示
場

✍
特
集
展
示
２
で
は
、
１
０
０
年
前
と
な
る
大
正
14

（
１
９
２
５
）
年
の
未
明
の
作
品
や
活
動
に
焦
点
を
当
て

ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
未
明
は
、
日
本
小
説
家
協
会
の
会

員
と
な
り
、
社
会
主
義
的
小
説
を
執
筆
す
る
一
方
、
童
話

「
月
と
海あ
ざ
ら
し豹
」「
沙さ
ば
く漠
の
町
と
サ
フ
ラ
ン
酒
」
な
ど
、
今
日

ま
で
知
ら
れ
て
い
る
多
く
の
名
作
を
発
表
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
同
年
11
月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
未
明
作
品
の
集
大

成
と
い
え
る
『
小
川
未
明
選
集
』
を
刊
行
し
、
精
力
的
な

一
年
を
過
ご
し
ま
し
た
。

〈
主
な
展
示
資
料
〉

　

・ 

小
説
集
『
堤
防
を
突
破
す
る
浪
』（
大
正
15
年　

創
生
堂
）

　

・ 『
小
川
未
明
選
集
』（
大
正
14
～
15
年　

未
明
選
集
刊
行
会
）

　

・ 

童
話
集
『
海
か
ら
来
た
使
ひ
』（
大
正
15
年　

創
生
堂
）

　

・ 

童
話
「
月
と
海
豹
」（『
愛
の
風
』
大
正
14
年
４
月
）
ほ
か
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【
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
等
】

小
川
未
明
文
学
館
こ
ど
も
祭

　
〈
日
時
〉
春
：
令
和
６
年
５
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

 　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　

 

秋
：
令
和
６
年
10
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　

 　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館 

出
会
い
の
ロ
ビ
ー
ほ
か

✍
子
ど
も
た
ち
か
ら
未
明
童
話
や
文
学
館
に
親
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、「
小
川
未
明
文
学
館
こ
ど
も
祭
」
を
春
と
秋

の
年
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

春
は
、
未
明
童
話
「
島
の
暮
れ
方
の
話
」
が
『
赤
い
魚
』

に
初
収
録
さ
れ
て
１
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
同
作

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
ち
ょ
う
ち
ょ
モ
ビ
ー
ル
」
な
ど
の
工

作
や
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
未
明
の
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
ハ
ン
チ
ン
グ
帽
に
丸
め
が
ね
を
身
に
着
け
、

羽
織
姿
で
未
明
に
な
り
き
る「
小
川
未
明
に
な
り
き
ろ
う
」

も
人
気
で
し
た
。
当
日
は
高
田
図
書
館
こ
ど
も
祭
も
開
催

し
て
い
た
た
め
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
来
場
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
延
べ
２
０
０
人
。

　

秋
は
、
特
別
展
「
髙
村
木
綿
子
が
描
く
「
赤
い
ろ
う
そ

く
と
人
魚
」
絵
本
原
画
展
」
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、
人
魚

が
暮
ら
す
海
の
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
紙
皿
で
か
め
さ

ん
を
つ
く
ろ
う
」、「
紙
コ
ッ
プ
で
海
の
な
か
ま
を
つ
く
ろ

う
」、「
お
さ
か
な
し
お
り
」
な
ど
の
工
作
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
数
延
べ
40
人
。

童
話
創
作
講
座

　
〈
日
時
〉 

令
和
６
年
５
月
26
日
（
日
）、
６
月
23
日
（
日
）、

　
　
　

 　

 

７
月
28
日（
日
）　
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

　
〈
会
場
〉
高
田
図
書
館　

第
１
会
議
室

✍
牧
野
節
子
氏
（
児
童
文
学
作
家
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、

短
編
童
話
の
書
き
方
を
学
ぶ
初
心
者
向
け
の
童
話
創
作
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
童
話
の
基
礎
と
基
本
的
な
書
き
方
や
創
作

技
術
の
高
め
方
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
基
に
学
び
を
深
め

た
あ
と
、
実
際
に
受
講
者
の
皆
さ
ん
か
ら
短
編
童
話
を
創

作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
を
講
師
か
ら
丁
寧
に

講
評
い
た
だ
い
た
り
、
受
講
者
同
士
で
お
互
い
の
作
品
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
り
し
て
、
今
後
の
創
作
の
参

考
に
し
ま
し
た
。
受
講
者
数
15
人
。

報
　
告
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朗
読
研
修
会

　
〈
日
時
〉 
令
和
６
年
６
月
15
日
（
土
）、
６
月
22
日
（
土
）、

　
　
　
　

  
７
月
６
日
（
土
） 

午
後
２
時
～
４
時
、
最
終
日
は

午
後
４
時
30
分
ま
で

　
〈
会
場
〉 

高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
研
修
室
・
会
議
室

✍
橘
由
貴
氏
（
朗
読
療
法
士
・
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

を
講
師
に
お
招
き
し
、
朗
読
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
基
本
的
な
声
の
作
り
方
や
表
現
力
の
磨
き
方
、

発
声
練
習
の
大
切
さ
を
学
び
、「
聴
き
手
の
心
に
届
く
朗

読
を
す
る
に
は
」
と
い
う
講
義
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
次

に
発
声
練
習
や
開
口
訓
練
を
行
い
、
そ
の
後
、
未
明
童
話

「
青
い
ラ
ン
プ
」（
昭
和
５
年
）
を
題
材
に
し
た
実
践
的
な

朗
読
で
、
講
師
か
ら
個
々
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

講
師
の
朗
読
を
聴
き
、
受
講
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
参
考

に
し
ま
し
た
。
受
講
者
数
22
人
。

文
学
館
講
座

　

小
川
未
明
や
そ
の
作
品
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
を
全
３
回

開
催
し
ま
し
た
。
受
講
者
数
は
延
べ
１
０
７
人
。

第
１
回
文
学
館
講
座

　
〈
講
師
〉 

小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
・
小
川
未
明

文
学
館
専
門
指
導
員
）

　
〈
演
題
〉 

未
明
童
話
「
赤
い
船
の
お
客
」
を
読
む

　
〈
日
時
〉 

令
和
６
年
６
月
９
日（
日
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
〈
会
場
〉 

町
家
交
流
館
高
田
小
町　

多
目
的
ホ
ー
ル

✍
大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
に
発
表
さ
れ
た
「
赤
い
船
の

お
客
」
を
読
み
解
き
、
物
語
の
構
成
や
赤
い
船
の
行
方
、

未
明
童
話
に
お
け
る
位
置
付
け
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

物
語
の
構
成
に
つ
い
て
は
、「
赤
い
船
の
お
客
」
を
構

成
す
る
６
つ
の
要
素
に
つ
い
て
一
つ
一
つ
解
説
い
た
だ
き
、

普
通
の
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
童
話
で
は
終
わ
ら
な
い
未
明

童
話
の
面
白
さ
や
、
複
数
回
の
話
の
展
開
に
よ
り
「
少
年

の
孤
独
を
癒
す
笛
の
話
」「
不
思
議
な
笛
の
話
」「
教
訓
を

与
え
る
笛
の
話
」
の
面
を
持
つ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
赤
い
船
の
行
方
に
つ
い
て
は
、
赤
い
船
が
登
場

す
る
「
黒
い
塔
」
や
「
赤
い
船
と
燕
」
な
ど
、
他
の
未
明

童
話
を
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
に
お
け
る
赤

い
船
の
役
割
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
未
明
童
話
に

お
け
る
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
時
代
背
景
や
未

明
自
身
が
置
か
れ
た
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
赤
い
船

の
お
客
」
は
空
想
が
現
実
を
変
え
る
力
を
も
つ
こ
と
を
述

べ
た
も
の
で
あ
り
、
新
し
い
世
界
の
拡
張
あ
る
い
は
可
能

性
の
拡
大
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
と
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
受
講
者
数
33
人
。
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第
２
回
文
学
館
講
座

　
〈
講
師
〉 

富
塚
昌
輝
氏
（
中
央
大
学
文
学
部
准
教
授
）

　
〈
演
題
〉
人
・
文
学
・
地
域

　
〈
日
時
〉 
令
和
６
年
８
月
17
日（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
〈
会
場
〉 

高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
研
修
室
・
会
議
室

✍
徳
島
県
で
農
業
を
営
み
な
が
ら
小
説
を
書
き
続
け
た
悦え

つ

田だ

喜き

和わ

雄お

を
と
り
あ
げ
、
地
域
の
中
で
「
文
学
す
る
」
こ

と
の
意
味
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
悦
田
は
若
い
こ
ろ
に
中
央
文
壇
で
活
躍
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
得
な
が
ら
、
様
々
な
状
況
の
中
で
そ
の
道
を

断
念
し
、
そ
れ
で
も
地
域
の
中
で
働
き
な
が
ら
文
学
を
書

き
続
け
、
生
き
る
中
で
文
学
を
書
く
と
い
う
こ
と
に
意
志

的
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
い
う
、
悦
田
の
人
生
と
文
学
の

関
わ
り
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
半
は
、
悦
田
の
小
説
や
書
簡
を
読
み
解
き
、
文
学
の

モ
チ
ー
フ
や
テ
ー
マ
で
あ
る
「
淋
し
さ
」
に
つ
い
て
、
表

現
の
特
徴
な
ど
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
文
学
す
る
」
こ
と
の
意
味
や
人
生
に
つ
い
て
考
え
、
地

域
の
中
で
「
文
学
す
る
」
こ
と
と
は
、
地
域
・
人
生
を
複

線
的
・
複
層
的
に
想
像
・
創
造
す
る
こ
と
、
地
域
・
人
生

に
「
思
う
」
時
間
・
場
を
組
み
こ
む
こ
と
、
情
理
を
尽
く

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
過
去
の
上
に
立
ち
未
来
へ

呼
び
か
け
る
こ
と
、
日
常
的
・
持
続
的
な
文
学
・
文
化
活

動
で
あ
る
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
者
数
33
人
。

第
３
回
文
学
館
講
座

　
〈
講
師
〉 

片
野
修
氏
（
佐
久
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
〈
演
題
〉 

文
学
と
生
物
学
に
お
け
る
動
物
の
と
ら
え
方

　
〈
日
時
〉 

令
和
６
年
10
月
27
日（
日
）
午
後
３
時
～
４
時
30
分

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✍
小
川
未
明
と
宮
沢
賢
治
の
作
品
に
登
場
す
る
動
物
や
植

物
の
描
き
方
を
、
生
物
学
や
動
物
行
動
学
の
視
点
か
ら
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
文
学
と
生
物
学
の
関
係
に
つ
い
て
、
人
間
も

生
物
で
あ
り
、
動
植
物
と
同
様
に
個
体
群
を
形
成
し
て
群

集
の
一
員
に
な
る
と
お
話
し
さ
れ
、
生
物
学
の
歴
史
や
生

物
の
見
方
、
進
化
論
の
現
在
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
未
明
と
賢
治
の
作
品
に
登
場
す
る
生
物
は
、
共

通
し
て
動
物
の
福
祉
・
個
性
を
重
ん
じ
る
傾
向
に
あ
り
、

特
に
未
明
は
動
物
に
つ
い
て
の
作
品
が
多
く
、「
駒
鳥
と

酒
」
や
「
月
夜
と
眼め
が
ね鏡
」
の
よ
う
に
人
間
と
共
生
・
協
調

す
る
作
品
も
あ
れ
ば
、「
赤
い
蠟ろ
う
そ
く燭
と
人
魚
」や「
狼
と
人
」

の
よ
う
に
人
間
が
悪
く
動
物
が
正
し
い
と
い
う
作
品
も
あ

り
、
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
と
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ご
自
身
の
研
究
も
踏
ま
え
た
、
生
物
群
集
に

お
け
る
直
接
効
果
と
間
接
効
果
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い

た
だ
き
、未
明
童
話
は
間
接
効
果
に
満
ち
て
お
り
、ス
ト
ー

リ
ー
が
予
定
調
和
に
な
ら
ず
、
新
鮮
な
感
動
を
も
た
ら
し

て
い
る
と
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
講
者
41
名
。
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特
別
展
記
念
講
演
会

　

特
別
展
「
髙
村
木
綿
子
が
描
く
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人

魚
」
絵
本
原
画
展
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
特
別
展

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
〈
講
師
〉 

小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
・
小
川
未
明

文
学
館
専
門
指
導
員
）

　
〈
演
題
〉「
赤
い
蠟ろ
う
そ
く燭
と
人
魚
」
の
世
界

　
〈
日
時
〉 

令
和
６
年
11
月
17
日（
日
）
午
後
３
時
～
４
時
30
分

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

✍
最
初
に
上
越
市
内
の
人
魚
像
や
人
魚
塚
伝
説
に
触
れ
た

あ
と
、「
赤
い
蠟
燭
と
人
魚
」
と
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
人

魚
姫
」
と
の
違
い
や
、
未
明
の
生
い
立
ち
と
の
関
連
性
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
赤
い
蠟
燭
と
人
魚
」
は
、
人
間
の
欲
の
醜
さ
と
人
魚

の
愛
の
美
し
さ
が
対
比
で
表
さ
れ
て
お
り
、
人
間
に
対
し

て
抱
い
た
人
魚
の
信
頼
が
裏
切
ら
れ
、
深
い
愛
ゆ
え
に
娘

を
手
放
し
た
人
魚
の
母
の
失
望
・
怒
り
は
大
き
く
、
老
夫

婦
の
豹
変
ぶ
り
は
金
の
力
で
豹
変
す
る
人
間
の
愚
か
さ
や

弱
さ
を
未
明
が
示
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
善
と
悪
の
特
性
を
人
魚
と
人

間
に
振
り
分
け
、
蠟
燭
屋
の
老
夫
婦
に
善
と
悪
の
両
極
を

渡
り
歩
か
せ
る
こ
と
で
人
魚
の
愛
の
価
値
に
気
づ
か
せ
る

名
作
で
あ
る
が
、
村
の
破
滅
に
当
時
の
社
会
体
制
を
覆
す

イ
メ
ー
ジ
を
読
み
込
む
な
ら
、
こ
の
時
期
の
未
明
は
社
会

的
弱
者
を
異
世
界
へ
連
れ
や
る
救
い
に
限
界
を
感
じ
て
お

り
、
社
会
変
革
に
よ
る
救
い
を
考
え
て
い
た
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

　

さ
ら
に
、
人
魚
の
娘
が
大
事
に
育
て
ら
れ
て
い
た
と
き

の
絵
蠟
燭
の
不
思
議
な
力
と
、
娘
が
人
間
の
裏
切
り
に
あ
っ

た
後
の
赤
い
蠟
燭
の
不
思
議
な
力
の
対
比
、
災
難
が
ふ
り

か
か
ら
な
い
こ
と
と
、
災
難
が
ふ
り
か
か
る
こ
と
の
対
比
が
、

海
の
神
様
の
喜
び
と
怒
り
、
幸
福
と
不
幸
、
生
と
死
の
対

比
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、
童
話
の
構
成
に

つ
い
て
は
会
話
が
多
く
、
安
定
し
た
ス
ピ
ー
ド
を
支
え
て
い

る
と
し
、
冒
頭
部
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
情
景
法
的
な
描
写

と
、
結
末
部
の
坦
々
と
し
た
要
約
法
の
説
明
が
対
比
で
見

事
に
表
さ
れ
て
い
る
と
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
童
話
で
は
、
人
魚
と
人
間
、
愛
と
欲
、
信
頼
と
不

実
、
陸
と
海
、
生
と
死
、
本
当
の
神
と
偽
り
の
神
と
い
っ

た
対
比
関
係
が
実
に
鮮
や
か
で
あ
り
、
未
明
も
意
識
し
て

作
品
を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
受
講
者
37
人
。

文
学
館
お
は
な
し
会

　
〈
日
時
〉
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日　

午
後
２
時
～

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館　

ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

✍
未
明
童
話
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
、
未
明
童
話
を
中
心
と

し
た
お
は
な
し
会
を
22
回
（
大
雪
の
た
め
１
回
中
止
）
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
者
数
延
べ
１
８
３
人
。

出
張
お
は
な
し
会

✍
未
明
童
話
に
出
会
う
機
会
を
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
提
供
す
る
た
め
、
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の
小
学
校
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
出
向
い
て
、
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
、
市
内
小
学
校
13
校
18
回
（
６
９
６
人
）、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
６
か
所
（
２
０
１
人
）
を
訪
問
し
ま

し
た
。

未
明
童
話
の
ぬ
り
絵

✍
小
川
未
明
文
学
館
の
「
出
会
い
の
ロ
ビ
ー
」
で
は
、
い

つ
で
も
数
種
類
の
未
明
童
話
の
ぬ
り
絵
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
、
高
校
生
・
大
人
の
方
ま

で
、
大
勢
の
方
か
ら
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
完

成
し
た
ぬ
り
絵
は
、
ロ
ビ
ー
掲
示
板
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
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報
　
告

こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム　
未
明
童
話
と
親
し
も
う

―
こ
ど
も
た
ち
に
届
け
た
い
未
明
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

✍
未
明
童
話
と
い
え
ば
「
赤
い
蝋ろ
う
そ
く燭
と
人
魚
」
や
「
月
夜

と
眼め
が
ね鏡
」、「
野の

ば

ら
薔
薇
」
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に

も
素
晴
ら
し
い
童
話
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
童

話
を
子
ど
も
た
ち
に
読
み
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
月
替

わ
り
で
未
明
童
話
を
冊
子
に
し
て
無
償
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
低
学
年
用
（
幼
児
～
小
学
２
年
生
）

と
中
学
年
用
（
小
学
３
～
４
年
生
）
の
２
種
類
を
作
成
し
、

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
よ
り
長
く
未
明
童
話
を
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。参
加
者
に
は「
お

は
な
し
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
、
集
め
た
シ
ー
ル
数
に
応
じ

て
、
文
学
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
配
布
数
延
べ
１
０
７
５
冊
。

●
配
布
童
話
（
低
学
年
用
）

・ 

４
月
「
か
に
と
子
す
ず
め
」（『
未
明
カ
タ
カ
ナ
童
話
読
本
』

昭
和
11
年
３
月
）

・ 

５
月
「
鯉
の
ぼ
り
と
鶏
」（『
コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
』大
正
13
年
５
月
）

・ 

６
月
「
た
な
ご
と
年
ち
ゃ
ん
」（『
未
明
カ
タ
カ
ナ
童
話
読
本
』

昭
和
11
年
３
月
）

・ 

７
月
「
花
火
の
音
」（『
幼
年
の
友
』
昭
和
９
年
７
月
）

・ 

８
月
「
つ
め
た
い
メ
ロ
ン
」（『
セ
ウ
ガ
ク
一
年
生
』
増
刊　

昭
和
12
年
８
月
）

・ 

９
月
「
か
ら
す
ね
こ
と
ペ
ル
シ
ャ
ね
こ
」（『
カ
タ
カ
ナ
童

話
集
』
昭
和
14
年
10
月
）

・ 

10
月
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
少
年
」（『
カ
タ
カ
ナ
童
話
集
』
昭

和
14
年
10
月
）

・ 

11
月
「
子
猿
と
母
猿
」（『
愛
育
』
昭
和
11
年
11
月
）

・ 

12
月
「
雪
と
二
羽
の
か
ら
す
」（『
家
の
光
』昭
和
８
年
12
月
）

・ 

１
月
「
武
ち
ゃ
ん
の
し
っ
ぱ
い
」（『
セ
ウ
ガ
ク
一
年
生
』

増
刊　

昭
和
12
年
１
月
）

・ 

２
月
「
冬
の
休
日
」（『
ス
ヰ
ー
ト
』
昭
和
７
年
１
月
）

・ 

３
月
「
白
い
雲
と
お
人
形
」（『
小
豚
の
旅
』昭
和
10
年
５
月
）

●
配
布
童
話
（
中
学
年
用
）

・ 

４
月
「
青
葉
の
下
」（『
せ
う
が
く
三
年
生
』昭
和
13
年
５
月
）

・ 

５
月
「
夏
み
か
ん
と
白
さ
と
う
」（『
コ
ド
モ
ア
サ
ヒ
』
昭

和
11
年
６
月
）

・ 

６
月
「
ひ
ば
り
の
お
じ
さ
ん
」（『
せ
う
が
く
三
年
生
』
昭

和
13
年
６
月
）

・ 

７
月
「
風
船
虫
」（『
児
童
文
学
』
昭
和
11
年
９
月
）

・ 
８
月
「
玉
虫
の
お
ば
さ
ん
」（『
せ
う
が
く
三
年
生
』
昭
和

11
年
11
月
）

・ 

９
月
「
海
へ
帰
る
お
じ
さ
ん
」（『
せ
う
が
く
三
年
生
』
昭

和
13
年
９
月
）

・ 

10
月
「
星
の
降
る
夜
」（『
せ
う
が
く
三
年
生
』昭
和
14
年
２
月
）

・ 

11
月
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
く
と
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』
昭

和
８
年
10
月
）

・ 

12
月
「
山
へ
雪
が
来
ま
し
た
」（『
小
学
四
年
生
』
昭
和
13

年
11
月
）

・ 

１
月
「
お
面
と
り
ん
ご
」（『
未
明
ひ
ら
か
な
童
話
読
本
』

昭
和
11
年
３
月
）

・ 

２
月
「
あ
や
子
さ
ん
の
絵
」（『
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
』昭
和
９
年
12
月
）

・ 

３
月
「
雪
消
え
近
く
」（『
小
学
四
年
生
』
昭
和
14
年
３
月
）

谷
浜
小
学
校
版
画
作
品
の
紹
介

　
〈
期
間
〉
令
和
７
年
３
月
８
日
（
土
）
～
３
月
23
日
（
日
）

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館
「
出
会
い
の
ロ
ビ
ー
」

✍
「
こ
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム　

未
明
童
話
と
親
し
も
う
」
で

配
布
し
て
い
る
未
明
童
話
を
上
越
市
立
谷
浜
小
学
校
の
５
、

６
年
生
が
読
み
、
気
に
入
っ
た
童
話
の
情
景
を
版
画
作
品

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
版
画
に
は
童
話
に
出
て
く
る
お
話

が
添
え
ら
れ
、
絵
本
の
１
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
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季
節
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
〈
期
間
〉
七
夕
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

　
　
　
　

  
令
和
６
年
６
月
21
日
（
金
）
～
７
月
15
日
（
月
祝
）

　
　
　
　

 

ク
リ
ス
マ
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

　
　

 　
　

令
和
６
年
11
月
23
日
（
土
）
～
12
月
25
日
（
水
）

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館
「
出
会
い
の
ロ
ビ
ー
」

✍
七
夕
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
に
あ
わ
せ
て
、
参
加
者
が

自
分
の
願
い
事
を
書
き
記
す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
数
延
べ
３
０
１
人
。

未
明
童
話
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映

　
〈
期
間
〉
令
和
６
年
12
月
20
日
（
金
）
～

　
〈
会
場
〉
小
川
未
明
文
学
館
ビ
ッ
グ
ブ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

✍
有
限
会
社
ス
タ
ジ
オ
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
様
か
ら
映
像
提
供

を
受
け
た
未
明
童
話
「
も
の
ぐ
さ
じ
じ
い
の
来
世
」（
絵
・

高
岡
洋
介
氏
）、「
眠
い
町
」（
絵
・
堀
越
千
秋
氏
）、「
月

と
あ
ざ
ら
し
」（
絵
・
古
志
野
実
氏
）、「
負
傷
し
た
線
路

と
月
」（
絵
・
古
志
野
実
氏
）、「
島
の
暮
れ
方
の
話
」（
人

形
制
作
・
浅
野
優
子
氏
）
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
館
内
で

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
は

受
付
へ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

七夕ワークショップの様子

「ものぐさじじいの来世」

「眠い町」

【
そ
の
他
関
連
事
業
】

未
明
生
誕
祭

　
〈
日
時
〉
令
和
６
年
４
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

 

令
和
７
年
３
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

　
〈
会
場
〉
未
明
生
誕
の
地
碑
前
、
町
家
交
流
館
高
田
小
町

✍
小
川
未
明
は
明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
４
月
７
日
に
新

潟
県
中
頸
城
郡
高
城
村
大
字
五
分
一
（
現
上
越
市
幸
町
）

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
は
未
明
生
誕
１
４
２
年
、

令
和
７
年
は
１
４
３
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
上
越
市
幸

町
の
「
未
明
生
誕
の
地
」
碑
前
で
生
誕
祭
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
後
、
会
場
を
町
家
交
流
館
高
田
小
町
に
移
し
て
、
記

念
ス
ピ
ー
チ
・
記
念
講
演
等
を
行
い
ま
し
た
。

○
令
和
６
年

　

・ 

記
念
ス
ピ
ー
チ
：
山
田
結
菜
さ
ん
（
令
和
５
年
度
未
明

童
話
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞
）、
山
田
理
紗
さ
ん
（
令
和

５
年
度
未
明
童
話
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
）、
岡
本
フ

ミ
氏
（
未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
）

　

・ 

記
念
講
演
：
小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
・
小

川
未
明
顕
彰
会
会
長
）

　

・ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
：
令
和
６
年
度
能
登
半
島
地
震
支
援

○
令
和
７
年

　

・ 

記
念
ス
ピ
ー
チ
：
大
谷
日
香
理
さ
ん
（
令
和
６
年
度
未

明
童
話
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
大
賞
）、
茂
野
雅
未
さ
ん
（
令

和
６
年
度
未
明
童
話
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
）、
宮
﨑

俊
英
氏
（
高
田
文
化
協
会
事
務
局
長
）

　

・ 

記
念
講
演
：
小
埜
裕
二
氏
（
上
越
教
育
大
学
教
授
・
小

川
未
明
顕
彰
会
会
長
）
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報
　
告

未
明
研
究
第
一
人
者
・
小
埜
裕
二
教
授
の
解
説
で
巡
る

「
小
川
未
明
ゆ
か
り
の
地
ツ
ア
ー
」

　
〈
日
時
〉
令
和
６
年
10
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　

 

午
前
９
時
20
分
～
午
後
４
時
20
分

　
〈
主
催
〉
頸
城
自
動
車
株
式
会
社

　
〈
共
催
〉
日
本
近
代
童
話
の
父　

小
川
未
明
顕
彰
会

　
〈
主
な
立
寄
り
先
〉

　
　
　
　

  

小
川
未
明
文
学
館
、
未
明
生
誕
の
地
、
宇
喜
世
（
昼

食
）、
春
日
山
神
社
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、

レ
ス
ト
ラ
ン
エ
リ
ス
（
喫
茶
）

✍
頸
城
自
動
車
㈱
様
の
主
催
で
、
上
越
教
育
大
学
の
小
埜

裕
二
教
授
と
と
も
に
、
上
越
市
内
の
未
明
ゆ
か
り
の
地
を

巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
小
川
未
明
文
学
館
で
小
埜
教
授
か
ら
未
明
の
生

い
立
ち
や
作
品
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
を
い
た
だ
い
た

後
、「
未
明
生
誕
の
地
」（
幸
町
）
に
移
動
し
て
幼
少
期
ゆ

か
り
の
場
所
を
散
策
し
ま
し
た
。
春
日
山
神
社
で
は
、
風

間
宮
司
か
ら
春
日
山
時
代
の
未
明
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
、
境
内
の
未
明
詩
碑
「
雲
の
ご
と
く
」
や
未
明
記
念

館
を
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

で
は
企
画
展
「
越
後
上
越　

謙
信
公
と
春
日
山
城
展
」
を

見
学
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
リ
ス
（
旧
師
団
長
官
舎
）
で
は

未
明
童
話
「
飴
チ
ョ
コ
の
天
使
」
に
ち
な
ん
だ
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
イ
ー
ツ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
数
23
人
。

「
日
本
近
代
童
話
の
父　
小
川
未
明
顕
彰
会
」
合
同
イ
ベ
ン
ト

〈
未
明
童
話
の
世
界
を
感
じ
よ
う
〉

　
〈
日
時
〉
令
和
６
年
12
月
１
日
（
日
）

　
　
　

 　

午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分

　
〈
会
場
〉
上
越
文
化
会
館　

市
民
サ
ロ
ン
・
ロ
ビ
ー

✍
「
小
川
未
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
４
」（
上
越
文

化
会
館
主
催
）
の
開
催
に
あ
わ
せ
て
、「
日
本
近
代
童
話

の
父　

小
川
未
明
顕
彰
会
」
構
成
団
体
に
よ
る
合
同
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
「
出
張
小
川
未
明
文
学
館
」
と
し
て
、
未
明

紹
介
パ
ネ
ル
の
展
示
や
書
籍
化
さ
れ
た
過
去
の
小
川
未
明

文
学
賞
受
賞
作
品
の
読
書
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
川
未
明
研
究
会
（
小
埜
裕
二
氏
代
表
）
に
よ

未明ボランティアネットワークの手作り小冊子

る
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
未
明
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
の
限
定
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
未
明
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
「
青
い
ラ
ン
プ
」
の
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
と
未
明
童
話
の
手
作
り
小
冊
子
の
配
布
を
行
い
、

高
田
文
化
協
会
は
市
内
に
あ
る
未
明
関
係
の
石
碑
の
写
真

パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
し
た
。
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小
川
未
明
文
学
賞

応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
943-

8601 

新
潟
県
上
越
市
木
田
１
－
１
－
3

　

上
越
市
文
化
振
興
課

　
　

「
小
川
未
明
文
学
賞
係
」

　
　

（「 

」
部
分
は
朱
書
き
）

第
34
回
募
集
要
項

◆
募
集
作
品

①
短
編
部
門
（
小
学
校
低
学
年
向
け
）

　

…
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
20
枚
～
30
枚

②
長
編
部
門
（
小
学
校
中
学
年
以
上
向
け
）

　

…
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
60
枚
～
120
枚

・
い
ず
れ
も
小
学
生
を
読
者
対
象
と
し
た
創
作
児
童
文

学
で
未
発
表
の
作
品
。
各
部
門
同
時
応
募
も
可
。

・
パ
ソ
コ
ン
等
で
原
稿
を
作
成
す
る
場
合
は
、
Ａ
４
用

紙
を
横
長
に
使
用
。
原
稿
は
縦
書
き
で
作
成
。

・
表
紙
に
題
名
、
筆
名
、
本
名
、
年
齢
、
職
業
、
性
別
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
400
字
詰
め
原
稿
用

紙
換
算
枚
数
を
明
記
。

・
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
み
で
作
成
し
た
作
品
は
応
募
不
可

・
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
の
あ
ら
す
じ
を
表
紙
下
に
綴
じ

る
。　

◆
応
募
資
格
　

　

不
問

◆
応
募
方
法

　

上
越
市
文
化
振
興
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
、
メ
ー
ル

◆
締
切

　

２
０
２
５
年
10
月
31
日
（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）　

◆
入
選
作

　

・
大　

賞
（
賞
金
100
万
円
・
記
念
品
）

　

・
優
秀
賞
（
賞
金
20
万
円
・
記
念
品
）

＊
詳
細
は
小
川
未
明
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
は
第
33
回
小
川
未
明
文
学
賞
の
大
賞
に
選
出
し
て
い
た
だ
き

ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
ほ
ー
ち
ゃ
ん
と
、
旅
に
出
る
」
の
登
場
人
物
、
ほ
ー
ち
ゃ
ん
の
妹
の

伊
吹
は
予
測
の
つ
か
な
い
兄
の
行
動
に
翻
弄
さ
れ
る
日
々
に
や
や
辟
易
し

て
い
ま
す
。
介
助
者
な
し
に
外
出
や
食
事
の
で
き
な
い
マ
コ
ト
さ
ん
は
、

介
助
を
受
け
て
も
そ
れ
は
自
分
の
権
利
だ
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
な
ん
て

言
わ
な
い
と
言
い
ま
す
、
ほ
ー
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の
こ
と
を
何
も
話
し
て

く
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
と
立
場
と
主
張
が
あ
り
ま
す
、
誰
も
間

違
っ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
人
達
が
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
ひ
と
つ
の
こ
と

を
し
よ
う
と
し
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
大
変
か
し
ら
。
そ
う
考
え
な
が
ら
去
年

の
夏
、
パ
ソ
コ
ン
の
キ
イ
を
パ
タ
パ
タ
叩
き
続
け
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
「
多
様
性
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
色
々
な
人
達
が
互
い
を
認
め
て
共
存
し
て
ゆ
く
」
と
い
う
意
味
の
そ
れ

が
、
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
達
に
と
っ
て
更
に
優
し
い
香
り
す
る
、
善
い

も
の
を
指
す
言
葉
に
な
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
書
い
た
の
が
、こ
の「
ほ
ー

ち
ゃ
ん
と
、
旅
に
出
る
」
と
言
っ
て
し
ま
う
と
、
少
し
大
げ
さ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
。

　

さ
て
、
ほ
ー
ち
ゃ
ん
達
の
旅
が
、
果
た
し
て
善
い
も
の
に
な
っ
た
の
か
、

そ
れ
は
書
き
手
の
わ
た
し
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
こ
う
し
て
大
賞
に

選
ん
で
い
た
だ
い
て
、
ほ
ー
ち
ゃ
ん
達
が
本
当
に
広
い
世
界
に
旅
に
出
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
、
今
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

第
33
回
小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞

黒
田 

季
菜
子 

さ
ん

大
賞
作
品

　「
ほ
ー
ち
ゃ
ん
と
、
旅
に
出
る
」

　

小
川
未
明
文
学
賞
は
、
日
本
近
代
童
話
の
父

と
い
わ
れ
る
上
越
市
出
身
の
小
川
未
明
の
文
学

精
神
「
人
間
愛
と
正
義
感
」
を
次
代
に
継
承
す

る
た
め
、
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
に
創
設
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
夢
と
希
望
を
育
む
よ

う
な
鮮
烈
な
児
童
文
学
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
４
年
度
で
第
33
回
を
迎
え
、
６
３
９

編
の
作
品
が
国
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
賞
作
品
は
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
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　今年の研修会では初めて読み聞かせ
グループ「ワンダーランド代表の大越
さとみさん」をお招きしました。プロ
の話し方を参考に、私達の読み方を振
り返る機会となりました。

未明童話の会　１月26日
【雪だるまとおほしさま】
　小さい子どもさんにも喜
ばれました。これからも楽
しんで聞いてもらえるよう
にしたいです。

　「髙村木綿子さんが描く「赤いろうそくと人魚」絵本
原画展」の会場で４グループが発表しました。パネル
シアターや映像、音楽を用いた朗読で、未明童話の世
界を感じ楽しんでもらいました。

　市民サロンで「青いランプ」を
パネルシアターで演じました。手
書きのイラストを描いた未明作品
の小冊子プレゼントも好評でした。

シャーフの会  12月22日
【二度と通らない旅人】
　新会員２人の初参加のお
はなし会でした。練習を重
ねて、もっといろいろなお
話を読み聞かせしていきた
いです。

未明童話の会【赤いろうそくと人魚】

① 「赤いろうそくと人魚」 … 未明童話の会
② 「殿さまの茶わん」 … シャーフの会
③ 「青い玉と銀色のふえ」 … グループ空
④ 「月と山うさぎ」 … お話の会うさぎ

研修会　大越さとみさんの話研修会　大越さとみさんの話   10月22日（火）

文学館おはなし会文学館おはなし会   （毎月第２・第４日曜日　14時～）

特別展おはなし会特別展おはなし会   10月27日（日）

未明フェスティバルでの活動未明フェスティバルでの活動   12月１日（日）

出張おはなし会、会員加入の連絡先
  上越市文化振興課　上越市木田１‒１‒３／電話 025-520-5628／FAX 025-520-5853
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オーレンプラザでのおはなし会に参加して
　私達はスタジオで小川未明作「きょうだいののねず
み」「なかないきりぎりす」杉みき子作「雪の一本道」
の３作品を演じました。パネルシアターや映像と、ラ
イアーというハーブのような楽器のステキな音色に合
わせて読み語りをしました。
　当日は大雪の中、50人を超す方達が聞いてください
ました。

お話の会うさぎ　６月７日　春日小学校
　３年生125名を対象に聞いてもらいました。先生方
からは「パネルシアターやＯＨＣ等で工夫していただ
き児童の興味が増し、未明作品への入り口としてもと
ても効果的でした」という感想をいただきました。

シャーフの会　９月19日　南川小学校
　「電信柱と妙な男」「のばら」「王様の感心された話」
３作品を映像で楽しみながら興味深く熱心に聞いても
らいました。

未明ボランティアネットワークだより

発　行：未明ボランティアネットワーク
発行日：2025年５月30日

・小川未明文学館ビッグブックシアターおはなし会 … 全22回、延べ参加者183人
・出張おはなし会（小学校、放課後児童クラブ）… 24回、897人
・特別展おはなし会（小川未明文学館市民ギャラリー）   … 参加者21人
・会員の研修会（大越さとみさん）

2024年度
の活動

おはなしジャンボリ“オーレ”おはなしジャンボリ“オーレ”      ２月23日（日）

出張おはなし会出張おはなし会

vol. 21
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小
川
未
明
文
学
館
　
利
用
案
内

◆
開
館
時
間　

　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

◆
休
館
日　

　
　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）・

　
　

祝
日
の
翌
日
・
館
内
整
理
日
（
毎
月
第
３
木
曜
）・

　
　

資
料
整
理
期
間
・
年
末
年
始
（
12
／
29
～
１
／
３
）

◆
入
館
料　

無
料

◆
問
合
せ　

〒
９
４
３
－
０
８
３
５

新
潟
県
上
越
市
本
城
町
８
－
30
（
高
田
図
書
館
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
５
－
５
２
３
－
１
０
８
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５
－
５
２
３
－
１
０
８
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

https://www.city.joetsu.niigata.jp

　
　
　
　

 /site/m
im

ei-bungakukan/

４月 小川未明文学館開館20周年回顧展
 　（3/22㊏～4/20㊐）
 特別展「第33回小川未明文学賞展」
 　（4/26㊏～5/25㊐）

５～７月 小川未明文学館こども祭　5/10㊏
 童話創作講座　5/25㊐、6/22㊐、7/27㊐
 朗読研修会　6/14㊏、6/21㊏、7/5㊏
 特集展示1「新収蔵品展」　（6/27㊎～12/21㊐）
 第1回文学館講座　7/6㊐

10月 特別展「日本近代童話の父　小川未明展」（仮称）
 　（会期：10/4㊏～12/14㊐）
 第２回文学館講座　10/5㊐
 特別展おはなし会　10/26㊐
 第34回小川未明文学賞募集締切　10/31㊎

11月 第３回文学館講座　11/15㊏

12月 特集展示2「100年前の未明」
 　（12/26㊎～R8/6/14㊐）

１月  企画展「小川未明フェスティバル・童話感想文
コンクール展」　（R8/1/23㊎～2月下旬）

３月 第34回小川未明文学賞贈呈式（東京）

未明ボランティアネットワークによるおはなし会
毎月第2・4日曜日の午前11時から文学館にて実施

＊観桜会期間中と1月はお休みします

小川未明関係資料の収集について
ご協力のお願い

　小川未明文学館では、未明に関係す
る文学資料の収集に努めています。下
記の資料に関する情報をお持ちの方は、
ご連絡くださいますようお願いします。
資料の寄贈については、特定の場合
（すでに複数点を所蔵している資料
等）を除きお受けしますので、ご不明
の点はお問合せいただけると幸いです。

【主な収集資料】
１．特別資料
小川未明原稿、書簡、遺品、その他
自筆資料（短冊・書軸等）、写真（オ
リジナル）、小川未明関係者資料（未
明書簡、献本など）

２．図書
未明作品集（未明生前・没後刊行図
書）、全集・選集（未明作品を一部所
収した資料も含む）、初出雑誌（未明
作品掲載）、未明作品の外国語訳、絵
本・紙芝居

３．参考資料
未明に関する研究論文、エッセイ、
記事（雑誌・新聞等）

令和７年度　小川未明文学館カレンダー

高田城址公園

北陸
新幹
線
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